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本研究を実施する東北大学の電磁流体工学装置"HITOP" (全長3.3 m直径0.8 m)には､高速
プラズマ流源としてMPD(Magneto-Plasma-Dynamic)アークジェット装置が設置されており､
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R2 +(LJL - (1/LJC))2
以上の係数を用いて交流電流I(S)をラプラス逆変換すると､
i(i, - E-LY5 (sin(wt-01, ㌦志e-alsin(βt -,02,)
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図3-15:プラズマがない場合の高周波電源の2次側交流電圧V2､アンテナRF電流Ia｡tの典型































的波形‥ (a)2次側交流電圧V2, (b)V2拡大図, (C)アンテナRF電流ムnt, (d)Iant拡大図
挿入しない時について測定した.メッシュを2枚挿入した時の密度は4.10.1節よりni記1011 ～




























































































































































ルの整合抵抗として1000の抵抗を用い､ RC積分器の時定数TをT-0･1ms (月-10kO, C-10nF)
としているD増幅器の倍率をA　この測定系の出力をVoとすると次の関係式が成り立っ｡
V0 -品/ vdia･coildi -
AFLoNS nkB(TiTi⊥ + TeTe⊥)
CR Bo (3-33)
これより､プラズマの単位体積あたりの蓄積エネルギーWlは次式により求められるo

















ただし､ Kはγ⊥/Te⊥で決まる係数､ n,iEまイオン密度､ Cは電荷素量､ kBはボルツマン定数､
Teおよび両ま電子およびイオンの比熱比､ Te⊥および℃⊥は電子およびイオン温度､ mtはイオ





Cs kB(TeTe⊥ + TiTi⊥)
‖JJ




























電子電流流入領域(V < Vs)では､電極とプラズマ間の電位差△V- Vs-Vを乗り越えること
のできる電子のみがプローブに到達できる｡従って､電子電流密度J｡は式(3-41)で表される｡
Je - ( J,eess｡X｡ (芸) '(vv '< vvss',　(3-41)
ここでJe古は電子飽和電流密度であり､式(3-42)で表される｡
1
























































P GI G2 C
図3-26:静電エネルギーアナライザ回路図
コレクタに流れる電流は次式で表される｡































































量と+Y妄oJt (P) '図¥罰岬/斤gp(岩-3) 'IP/斤g嘩#/魯灘種畢(lつ) 'ru㌢坦聾44/L∠ All(q) 'PI坦







































































I:ni -　0･54 × 1012cm~3 (fRF/I/ii-10)､ ○ ‥n･i - 1･6 × 1012cm-3 (fRF/uii-3.6)､ ▲ ‥










存性を測定したo結果をそれぞれ図4-6(a)､ (b)に示すo流れがない時の共鳴点(LJ/wet - 1)とな
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図4-14:測定される磁気プローブ信号の軸方向分布( Id-1･5kA, BU-1000G, BD-575G,









































電電流を変えることで密度を変化させており､それぞれ左-115kA(n1 - 1･2 × 1011cm-311)､
Id-3.2kA(n′i - 8･OxlOllcml3:○)､ Id-3･2kAでメッシュなし(n2 - 4･5× 1013cm-3:▲)であるD
0　　　　0.5　　　1　　　1･5
AZ【ml




















RF周波数fRF-236kHz､ BU -1000G､ BD-575Gの磁気ビーチ配位(図4-5(b))における軸
方向の偏波の様子を､低密度条件(Id-1.5kA,メッシュあり,ni - 1.2 × 1011cm-3)の場合を図
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し､弱磁場領域(LJ/loci > 1)に伝搬させる｡この際､共鳴領域(LJ/loci - 1)を通過するが､イオ
ンと波動はW/LJciの時にのみ共鳴するのではなく､共鳴領域にある程度の幅を持っているoそ

















△β= (1 × 104匝/S]) × 618[G]















































































































であるo PFNの充電電圧をVc -0.3- 1.5kV (放電電流Id -0.9 -4.8kA)で変化させてい
るが､データが空白になっている領域より左側はMPDA出口近傍(Z-0･21m)にメッシュを2
枚挿入している場合､右側はメッシュを挿入していない場合のデータである｡なお図4-26(a)､
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､も 立山ぎ 凵｣▲▲▲ 
1010 1011 nillOi:･3] 1013 1014
図4-27:イオン温度Ti⊥の密度依存性(a)VpcIIc特性(i:n8 -3.4 × 1011cm~3 < RFON >,
○:ni　-　6.1 ×1011cm-3　<　RFON　>, ●:ni　-　8.6× 1011cm~3　<　RFON　>,
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P,lasmalW] - AWllJhn3] x sDiamaglm2] x Ulm/S](4-9)
放電電流Id-1.5kA､作動ガスは-リウム､質量流量比rhH｡-90mg/S､ RF周波数fRF-236kHz､
電力がPRF-15kWの時､図4-26(b)よりn,i ,3 1012cm~3の時､蓄積エネルギーの増加量は











































































図5-4‥イオンのエネルギー分布(Vp｡ - Ic特性) :発散型磁気ノズル(a)△Z-1･4m(RF OFF),

























図5-6:イオンのエネルギー分布(Vpc - Ic特性) ‥部分一様磁場(a)△Z-1･4m(RF OFF),
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